
し
な
く
な
る
時
ま
で
の
期
間
、
当
然
免
~
し
た
が
っ
て
、
年
度
当
初
の
四
月
か

ニ
除
と
な
り
ま
す
が
、
申
請
免
除
の
場
合
：
ら
免
除
を
う
け
る
た
め
に
は
r

七
月
ま

~
は
、
所
得
が
な
い
時
、
被
保
険
者
又
は
」
で
に
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で

冦

保

険

者

の

世

帯

の

世

帯

員

が

、

生

活

二
9
0

属
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
、
教
育
扶
助
、
-
今
迄
で
も
免
除
申
請
を
す
れ
ば
免
除

：
生
業
扶
助
、
住
宅
扶
助
ま
た
は
地
方
税
」
に
な
る
の
に
、
七
月
ま
で
に
申
請
す
る

；
法
に
定
め
る
障
害
者
ま
た
は
、
寡
婦
で
五
を
忘
れ
た
た
め
に
、
四
月
か
ら
六
月

玉
り
、
年
間
収
入
が
法
律
て
定
め
ら
れ
：
ま
で
の
保
険
料
が
免
除
に
な
ら
ず
に
滞

し
た
嶺
以
下
で
あ
る
と
き
、
＼
そ
の
他
保
険

□
納
と
な
っ
て
し
ま
う
人
も
あ
り
ま
す
。

[
行
を
納
付
す
る
の
が
著L
く
困
難
で
あ
~
保
険
料
免
除
期
間
は
、
将
来
の
年
金

ー
国
民
年
金
は
私
達
の
恩
給
ー
~
る
時
申
請
を
す
れ
ば
、
申
請
の
あ
っ
た
以
声
付
を
受
け
る
時
の
支
給
要
件
と
支
給

国
民
年
金
制
度
は
、
他
の
被
用
者
年
}
こ
の
免
除
制
度
は
、
給
付
の
支
給
要
9

月
の
直
前
の
基
準
月
（
一
月
、
四
月
‘
[
組
の
計
算
の
基
礎
と
さ
れ
ま
す
が
、
保

金
制
度
の
加
入
で
き
な
い
農
林
漁
業
の
五
叶
上
ほ
と
ん
ど
保
険
料
を
納
め
た
と
同
：
七
月
お
よ
び
十
月
）
か
ら
そ
の
年
度
の
，
険
科
消
納
の
期
間
と
な
れ
ば
、
支
給
要

従
事
者
や
零
細
企
業
の
事
業
主
、
従
業
云
球
の
取
扱
い
に
さ
れ
、
老
令
年
金
の
場
一
末
日
の
間
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
五
げ
に
も
年
金
額
の
計
算
の
基
礎
に
も
加

員
、
そ
れ
に
自
由
業
者
な
ど
を
対
象
と

:{Eだ
け
給
付
さ
れ
る
領
が
保
険
料
納
付
：
れ
る
制
度
で
あ
り
、
年
度
を
こ
え
た
時
．
え
ら
れ
な
い
の
で
免
除
申
請
を
す
る
人

し
て
、
こ
れ
を
被
保
険
者
が
保
険
料
を
こ
に
比
し
て
低
額
と
さ
れ
る
有
利
が
取
扱
口
は
再
び
保
険
免
除
申
請
の
手
続
き
を
し
」
は
忘
れ
ず
に
早
く
申
請
を
す
る
必
要
が

拠
出
し
、
保
険
料
の
半
額
に
相
当
す
る
，
い
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
0

:
な
け
れ
ば
、
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
仕
；
の
り
ま
す
。

国
庫
負
担
と
合
わ
せ
て
積
み
立
て
、
そ
~
こ
の
保
険
料
免
除
制
度
に
は
、
法
律
；
組
と
な
ら
て
い
ま
す
。
"
.
、

の
積
立
て
金
か
ら
給
付
が
行
な
わ
れ
る
こ
に
規
定
さ
れ
て
い
る
畢
項
に
該
当
す
る
[
-
=
=
＝
＝
-
＝
＝
＝
＝
-
＝
=
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
-
＝
＝
＝
=
=
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
-
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

仕

組

に

な

っ

て

い

ま

す

。

．

だ

け

で

免

除

さ

れ

る

「

法

定

免

除

」

と

‘

[

直

小

｀

ギ

号

多

苗

i

し
い
た
け
共
進
会
終
る

と
こ
ろ
が
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
二
所
得
の
な
い
時
や
生
活
保
護
法
の
医
療
’
9

の
階
層
が
多
種
多
様
で
あ
る
た
め
、
な
[
を
受
け
て
い
る
時
な
ど
申
請
を
し
て
ヽ
[

か
に
は
無
職
の
人
、
｀
失
業
し
て
い
る
人
、
五
卸
道
府
県
知
事
承
認
を
得
て
保
険
の
免

無
収
入
の
人
な
ど
、
保
険
料
を
拠
出
す
広
除
が
認
め
ら
れ
る
「
申
請
免
除
」
の
二
后
匹
応
隣
国
」

る
能
力
の
な
い
人
や
乏
し
い
人
も
含
ま
五
四
り
が
あ
り
ま
す
。
~
県
及
び
県
森
林
組
合
連
合
会
が
毎
年

れ
て
い
け
で
あ
り
、
こ
う
い
う
人
達
の
~
法
定
免
除
の
場
合
は
、
障
害
年
金
、
〗
開
催
し
て
い
る
愛
媛
県
乾
椎
茸
共
進
会

た
め
、
他
の
制
度
に
は
見
ら
れ
な
い
保
五
心
子
福
祉
年
金
、
倖
母
子
福
祉
年
金
の
．
が
、
松
山
市
三
越
階
上
に
於
．
い
て
、
五

険
料
納
付
義
務
を
免
除
す
る
仕
組
が
取
〗
受
給
権
者
で
あ
る
時
、
生
活
保
設
法
の
;
且
九
日
開
催
さ
れ
た
。
＇

り

入

れ

ら

れ

て

い

ま

す

。

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

き

か

ら

該

当

[

県

森

連

が

ヽ

松

山

市

南

立

花

森

市

場

ー

ー

ー

1

1
ー

1
1
1
1
1
1
1
9ー

1
ー

i
I
I
I
I
I、
1
1ー

1
i
l
l
f
I
I
I
I
I
Iー

1
1
1
.

会
会
~
へ
、
愛
媛
の
椎
茸
四
十
五
年
で
六
十
七

総

●

万

キ

ロ

の

、

共

販

を

す

る

た

め

に

、

昨

員

．

委

，

会

・

；
秋
よ
り
着
手
し
て
い
た
椎
茸
倉
庫
二
百

日

理

一

会

”

式

輝

戸

鐸

日

旦

九

十

三

乎

方

メ

ー

ト

ル

と

、

底

温

倉

庫

説
会
式
所
入
学
挙
選
示
打
卓
〖
子
ニ
ー
百
九
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
と
、
此
の

直

一

、

四

五

0
万
円
で
落
成
五
月
九
日

演

総

入

来

所

入

選

告

会

投

予

設

選

会

晨

内

関

係

者

七

百

余

名

の

参

加

を

得

、

人

会

火

長

育

校

員

会

挙

駄

挙

個

族

場

所

保

分

議

員

選

犀
大
に
挙
行
さ
れ
、
続
い
て
乾
椎
茸
共

氏

遺

却

務

谷

川

会

会

役

員

会

会

開

町

員

、

．

飴

夫

回

焼

事

岩

肱

議

議

合

議

常

総

談

＇

，

ー

議

協

武

9

茶

県

＇

濶

県

町

組

会

厠

会

相

安

会

農

・

進

会

の

褒

賞

式

、

引

続

き

椎

茸

生

産

販

旱

い

□
瓢

麟

汀

“

年

疇

直

，

野

叡

履

鐸

“

口

嘉

協

議

会

の

総

会

が

関

か

れ

た

。

[
当
町
よ
り
出
品
し
た
椎
茸
は
品
質
あ

]
ま
り
良
い
方
で
は
な
く
、
奨
励
賞
に
沖

]
野
常
一
氏
が
受
賞
し
た
だ
け
で
あ
り
、

：
今
後
生
産
技
術
の
向
上
と
真
剣
に
取
組

｀
丘
ば
な
ら
な
い
事
を
痛
感
し
た
。

4 月。） 
4月 4日

6日

7日

1 0日

1 1日

l 5日

l 8日

日

日
9
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1

2

 
2 2日

待

つ

ヽ
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2 3日

24日

2 5日

来事

2 8日

3 O日

は
早
く

ル
包

発川行町
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肱

ア
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ツ

危
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ヽ

そ
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ゆ

と

り

つ
・
ス
ピ

ヽヽ
鼻

9
9
.
‘

が

を

．守

る

•.~~ ]
」
墨
多
洪

I
会
l

~
肱
川
地
方
林
業
振
興
協
議
会
及
び
森

；
秤
組
合
振
興
協
議
会
喜
多
支
部
の
共
催

伍
よ
る
、
第
一
回
喜
多
地
区
乾
燥
椎
茸

五
進
会
が
去
る
五
月
二
日
、
大
洲
市
公

｛
会
棠
に
於
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
褒

玉
式
に
引
続
き
、
生
産
者
大
会
が
開
か

五
ま
し
た
。

[
当
日
の
出
品
点
数
二
八
八
点
う
ち
、

砿
川
よ
り
五
一
点
を
出
品
受
賞
者
は
左

五
通
り
で
あ
り
ま
す
。

i

―

等

賞

（

香

信

）

山

内

久

綱

~
二
等
賞
(
”
)
高
倉
勝
長

＂

沖

野

常

一

沖

野

藤

徳

〈
冬
森
）
森
森
本
稔

(

”

)

大

野

重

利

＂

l-宮繁
雄

西

本

源

格

（
香
信
）
山
崎
佐
造

i

藤

原

荒

雄

中

野

一

努
力
賞

二
等
賞

努
力
賞 ノヽ“ f

 

ド，

県
森
椎
茸
倉
庫
落
成

が

死

を

招

中

田

賢

光

堀

川

史

郎

東

道

雄

岡

村

利

三

和
気
不
二
夫

宮

田

静

畦

田

和

弘

中
居
喜
代
光

岩
田
横
太
郎
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, a 1 

¥ I 

出生

下かの川

広常

野

中；［？谷

人口 5, 5 9 2 

斐 2,7 9 4 

女 2,798

死 亡

池田ク＝ヨ

松本 トメ

中

椎野有紀

樽川久子

柴田吉太郎

木下照ー

4月30日現在

死亡

萩の尾 二葉義継

大 和 片山久吉

下サガヤ 高井ヨシノ

｀ンキ水 谷田フジ

大 平 上田武市

下かの川 佐藤マキ

森 兵頭マサヲ

嘉 城山岡利秋

人口 5、59 2 

男 2,1 9 4 

女 2,794 3月 31日現在
l -

出生

大和

下かの川

中居谷

共栄

神井

岩田

福嶋

富永

弘文

政美

常夫

幸延

町
の
人
口
動
態
/“ ク



も
歯
グ
キ

ゾ
ウ
ゲ
質

口 医 学

危険ロニニ］
の

警

察

署

全

国

交

通

安

全

運

動

知

ち

せ
乳
児
検
診

゜
奸
婦
検
診
の
実
施

の
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
顧
い
[

こ
の
運
動
は
、
人
誼
尊
重
の
見
地
か
ま
す

ら
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
、
特
に
学
蘊
、
し
ま
す
。

幼

児

な

ど

歩

行

者

の

安

全

確

保

と

す

ぺ

．

り

歩

行

者

の

安

全

通

行

の

励

行

．

て

の

歩

行

者

、

運

転

者

、

運

転

者

の

雇

・

切

安

全

運

転

の

励

行

・

い

主

、

そ

の

他

道

路

交

通

に

関

係

あ

る

向

安

全

な

踏

切

道

通

行

の

確

保

者
に
交
通
安
全
恩
想
の
周
知
徹
底
を
は
．
田
自
動
卓
の
適
正
な
運
行
管
理
お
よ
．

か
り
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
実
践
を
．
ひ
安
全
運
転
管
埋
の
確
保

習
慣
つ
け
る
と
と
も
に
、
道
路
交
通
環

[
5

卓
両
の
完
全
整
備
の
励
行

境
の
整
備
改
善
等
を
促
進
す
る
こ
~
を
町
道
路
交
通
環
境
の
整
備
改
菩

目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。
い
口
交
通
事
故
被
害
者
に
対
す
る
相
談
．

活
説
の
積
極
化

＊

期

間

五
月
二
十
一
言

i-il
十
一
日

i

沿

重

点
通
舜
[
[
ピ
ピ
□

[
、A
没
凸
ー
~

ン
プ
カ
ー
等
大
型
車
両
の
無
謀
連
転
の
[

追
放
」
を
重
点
に
次
の
A
J

と
を
推
進
し
．

歯
は
健
康
、
ひ
い
て
は
長
寿
と
い
う
が
む
き
出
し
に
な
る
た
め
し
み
る
。

こ
と
に
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
0

痛
1
1
歯
が
浮
く
1
1

、

く
な
っ
て
か
ら
で
は
た
く
、
つ
百
の
よ
歯
根
膜
が
虫
歯
の
た
め
に
炎
症
を
お

う
な
症
状
が
あ
こ
し
て
は
れ
る
と
、
歯
が
押
し
あ
げ
ら

っ
た
ら
、
危
険
れ
て
伸
ひ
た
状
態
に
な
る
の
で
浮
い
た

信
号
と
思
っ
て
、
感
じ
に
な
る
。

早
く
治
療
を
受
1
1
歯
グ
キ
か
ら
血
が
出
る

II

け
ま
し
ょ
う
0

幽
四
グ
キ
に
軽
い
炎
症
を
お
こ
し
て
い

る
こ
と
が
お
お
い
0

放
っ
て
お
く
と
歯

ソ
ウ
ノ
ゥ
漏
に
な
る
。

1
1
水
が
し
み
るー

り

歯

の

色

が

変

る

廿

虫

歯

が

出

来

歯

と

歯

の

あ

い

だ

の

す

き

間

か

ら

黒

た
た
め
に
、
歯
く
色
が
変
る
の
は
虫
歯
の
は
じ
ま
り
。

の

表

面

の

ホ

ウ

前

歯

が

掲

色

に

変

っ

て

い

る

の

は

、

か

[

吼

児

検

診

_

.

検

診

医

帥

宇

都

宮

先

生

ロ

ウ

質

が

と

け

た

い

も

の

に

ぶ

つ

か

っ

て

神

経

が

切

れ

と

き

書

一

[
I検
診

〈

六
月
九
日
后
一
時
半

l

＝
一
時
~
と
き
．

て
、
そ
こ
か
ら
先
が
死
ん
た
場
合
で
す
。

六
月
四
日
は
ム
シ
歯
予
防
デ
ー
で
す
。

て
な
く
な
り
、

、
、
と
こ
ろ
・
五
月
三
十
一
日
后
一
時
ー
三
時
~

ゾ
ウ
ゲ
質
が
む
歯
．
‘
、
ヽ
ガ
キ
は
食
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肱川土場木材相場表
、 昭和 42年 5月 8日市

I ~ 1 •ロ 1 •—• 7し- I

長
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l 
公． 21]1.

3.0 m 

l 

3.2 m 

2.0 

l 

2.1 m 

1. Om 

6.0m 

6加以

本表は，肱川町内の自動車士喝の価格ですo （オ当り）故

に，運賃ゃ市場手数料など差引いたものてす。。

乾しいたけ

相場表

県森連椎茸共販先所に於ける相場

l．入札の月日 S42.5.10 

2．価格

高値

中値

香信

“ 
冬囃

円（秋子）

2,140“'（春子）

2,53 0” 

円

1.8 5 0 u 

” 
円

1,350,., 

’’ 

’’ 
冬甜
香信
，， 

繹

3．概要冬琺，香信ともに保合い
相場変ら氏。．お手持ちあれは倉
庫に保喜出来るので出荷された
いo保料不料o底温倉庫で品
質は変らない。

次回市5月31日． 6月21日です。

5日前位に出荷して下さいo

安値

6月 学校給食献立案（ 定）

1 木 焼きピーフン パン護合乳ピーアン瘍肉さつまお-

2 金 揚げパ% IJ:,.,;ゴみそ汁 食油砂糖豆腐ジャガイモワカメノ

5 月 卵うどん うどん卵人参玉ネギネギチクワ

6 火 親子煮 鶏肉人参玉ネギジャガイモ油揚 J

7 水 瀬戸揚げ清汁 瀬戸揚げ卵ネギち＜ゎ玉ネギキ

8 A一‘ヽ 炒り豆腐 豆腐キャベン人参ちくわネギ玉；， 金 ゼンザイ リンゴ 小豆砂糖小麦粉粉乳 l)ンゴ

12 月 焼きそば 翠豚肉食油玉ネギ人参キャペ

13 火 野菜サラダ ジャガイモ玉ネギキウリ人参ソ~—~t

14 水 ごまみそ和ぇ ジ？ガイモちくわキャベソ人参手ク

15 木 魚から揚げ清汁 にぺ食油小麦粉ネギトーフキャ

16 金 カレーシチュー 豚肉ジャガイモ玉ネギ八参ピ•一不一
19 月 l卵うどん うどん卵人参玉ネギネギちくわ

20 火鉄火煮 あじ小麦粉食油こ仕Cゃく人参

21 水 スベゲッティ ナポリタン スパゲッティ ソーセージ玉ネギ人参

22 木 マカロ＝ かき掲げ マカロ＝玉ネギ人参以わ．、ネギヒ

23 怠 ゼンザイ リンゴ 小豆砂糖小麦粉粉乳リンゴ

26 月 焼きそは 叩豚肉食油玉ネギ人参キャペ

27 火 マカロニ サラダ マカロニソーヒージ人参キャペッ I) 

叫 水 揚げパン ウインナー 豆腐ワカメノ＼参玉ネキちくわゥ-

29 木 ジャガイモのうま煮 鶏肉、；；ャガイモ玉ネギちくわピーン

30 金 焼きピ.:.フン ビーフン鶏肉ちくわ玉ネギノ＼参呵
I 
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